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感染症定期報告に関する今後の対応について   平成16年度第5回  

運営委員会確認事項  

（平成16年9月17日）  

1基本的な方針  

運営委員会に報告する資料においては、  

（1）文献報告は、同一報告に由来するものの重複を廃した一覧表を作成すること。  

（2）8月の運営委員会において、国内の輸血及び血祭分画製剤の使用した個別症例の   

感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に提   

出する取り扱いとされた。これにより、感染症定期報告に添付される過去の感染症発   

生症例報告よりも、直近の「感染症報告事例のまとめ」を主として利用することとするこ   

と。  

2 具体的な方法  

（1）感染症定期報告の内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、   

次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができるよ   

うにする．。   

①研究報告は、同一文献による重複を廃し七別紙のような形式の一覧表を作成し、  

当該一覧表に代表的なものの報告様式（別紙様式第2）及び該当文献を添付した  

「資料概要A」を事務局が作成し、送付する。   

②感染症発生症例報告のうち、発現国が「外国」の血柴分画製剤の使用による症例  

は、同一製品毎に報告期間を代表する感染症発生症例一覧（別紙様式第4）をま  

とめた「資料概要B」を事務局が作成し、送付する。   

③感染症発生症例報告のうち、発現国が「国内」の輸血による症例及び血柴分画製  

剤の使用による感染症症例については、「感染症報告事例のまとめ」を提出するこ  

とから、当該症例にかかる「資料概要」は作成しないこととする。ただし、運営委員  

会委員から特段の議論が必要との指摘がなされたものについては、別途事務局が  

資料を作成する。  

（2）発現国が「外国」の感染症発生症例報告については、国内で使用しているロットと関   

係がないもの、使用時期が相当程度古いもの、因果関係についての詳細情報の入手   

が困難であるものが多く、必ずしも緊急性が高くないと考えられるものも少なくない。ま   

た、国内症例に比べて個別症例を分析・評価することが難しいものが多いため、堅塁   

性があると考えられるものを除き、その安全対策への利用については、引き続き、検討   

を行㌔  

（3）資料概要A及びBについては、雪柳試験的に作成し、以   

後「感染症的報告について（目次）」資料は廃止することとする。   
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感染症定期報告概要  

（平成20年5月21日）  

平成19年12月1日受理分以降  

A 研究報告概要  

B 個別症例報告概要   



A 研究報告概要  

○ 一覧表（感染症種類毎）  

○ 感染症毎の主要研究報告概要  

○ 研究報告写  

研究報告のまとめ方について  

1平成19年12月1日以降に報告された感染症定期報告に含ま  

れる研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概  

要一覧表を作成した。  

2 一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以  

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の  

内容を添付した。  
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感染症定期報告の報告状況（2007／12／1～2008／2／29）   
血対  感染症  

新出  

ID   番号   （PT）   出典   概要  文献  
No．   

70171  2007／  70823  A型肝炎  第55回日本ウイ  遺伝子型の異なる複数のHAV細胞馴化株における加熱や加圧による不活  1   12／25    ルス学会学術集  化効果を検討した。25％アルブミン存在下600clO時間加熱処理または室温  
会 2P213   下300～420MPaの1分間加圧3サイクルに対し、HAV細胞馴化株間で不活  

化効果に差が見られた。Validation試験に使用する株として、加熱や加圧で  
不活化されにくく細胞で良く増殖するKRM23紬ミ適切と考えられた。血液製  
剤の製造工程に新規不活化法を導入する場合にはValidation試験に使用  

する株を適切に選定する必要がある。   

70168  2007／  70810  B型肝炎  Transfusion   日本赤十字のス9J）一ニングシステムでHBsAg及び抗B型肝炎コア抗原抗  
12／20  2007；47：1162一  体が陰性であったHBVDNA陽性供血者26名において急性HBV感染におけ  

1171   るウイルスマーカーの動態を調べた。検出可能期間の中央値は、HBVDNA  
が個別NATで74日、MPNATで50日、HBsAgが42日であった。26名中6名は  
変異型ウイルスに感染し、うち3名ではHBsAgが検出できなかった。HBV  
NATは、MPで行ったとしても、HBsAg検査よりも効果的で、HBsAgウインドウ  
期前後の感染供血者を排除することができる。  

70168  2007／  70810  B型肝炎  Transfusion   日本赤十字血液センターに保管されている1997－2004年の反復供血者の  

12／20  2007：47：1197－  全供血の遡及調査を行い、ID－NATのみHBV陽性である血液由来の血液製  
1205   剤の輸血によるHBV伝播リスクを検討した。HBV［D－NATを実施したHBV転  

換供血者の保管血液15，721本中158検体（1．0‖も）が陽性であった。スクリー  
ニングをすり抜けたHBc抗体価の低いオカルトHBVキャリア由来の血液製  
剤を原因とするHBV感染リスクは、HBsAg発現前やMP－NATウインドウ期の  
供血による伝播リスクよりも10倍以上低い。  

70168  2007／  70810  B型肝炎  第31回日本血液  平成19年3月、輸血によるHBV感染が疑われるとの報告が千葉県赤十字血  
12／20  事業学会総会  液センターにあった。因果関係の確認のために実施した当該輸血用血液製  

2007年10月3－5  割に係る保管検体個別NATは陰性であり、献血者追跡調査を行った。1名  
日   の献血者が平成19年1月にB型肝炎を発症したとの情報が得られ、調べた  

ところ、献血者のHBV－DNAは患者のそれと塩基配列が一致した。20プール  
NAT陰性、HBV保管検体個別NAT陰性であったが、献血者追跡調査によリ  
輸血用血液製剤からのHBV感染が示唆された症例であった。  

70168  2007／  70810  B型肝炎  第31回日本血液  2004年8月よりNATスクリーニングのプールサイズを50から20に縮小した。  
12／20  事業学会総会  大阪府赤十字血液センターで検出されたHBV－NAT陽性事例81人を基に  

2007年10月3－5  プールサイズ縮小の効果等について解析を行った。プールサイズ縮小後に  
日一般演題51  100コピー未満／mLのHBV－NAT陽性者の比率が高くなっていることから、縮  

小による効果があると思われた。追跡調査、遡及調査及び医師の面談等に  
よる総合的な解析によりHBV低濃度キャリアが疑われる献血者がプールサ  

イズ縮小後に多く検出されていることが推察された。  

80008  2008／  70856  C型肝炎  ClinVaccine  抗HCV抗体陰性で、肝組織中のHCVRNA検出により潜在性HCV感染と診  2   01／25    Immuno［  断された110例の患者由来の血清中のGOR抗体反応性を調べた。抗GOR  
Publishedonline  IgG陽性患者は22例（20？も）で、慢性C型肝炎患者での陽性率（70／110、63．飢）  
doi：10．1128   こ比べ有意に低かった。HCVに無関係の肝疾患患者120例では抗GOR（gG  

は全く検出されなかった。市販の検査でHCV特異抗体を検出できず、血清  
中HCVRNAが検出できない患者で抗GOR［gG検査を行う事は、肝生検なし  
で潜在性HCV感染を同定する手助けとなりうる。   

70168  2007／  70810  E型肝炎  ArchViro12007；  日本においてHEVの不顕性感染が増加しているかを調べるため、199ト   
12／20  152：1623－1635  2006年の献血者のうちHEV感染の可能性のあるALT61（U／L以上の4019名  

3  

から得られた血清検体中の抗HEVtgG、抗HEVIgMおよびHEVRNAを調べ  
たところ、2004－2006年の献血者のHEV陽性率は1998年のそれと同等で  
あった。またALT201IU／L以上の献血者についても199卜1995年、1996－  
1999年および2004－2006年でHEV陽性率の差は見られなかった。  

70168  2007／  70810  E型肝炎  JMedVirol   日本におけるアラニンアミノトランスフエラーゼ（ALT）高値供血者の無症候  

12／20  2007；79：734－  性E型肝炎感染の現況を調べた。日本赤十字血液センターでALT高値（61－  
742   476IU／L）の献血者6700名の血清検体を検査したところ、479名（7．Ⅲ）の供  

血者が抗HEVIgG陽性であった。ALT≧201（U／L群はHEVRNA有病率が有  
意に高かった。ウイルス血症を発症した供血者9名から得られたHEV分離ウ  
イルスは遺伝子型3に分類された。ALT≧201IU／Lの日本人の約3％（まHEV  
株の無症候性感染を有することが示された。  



血対 lD  受理 日  番号  感染症 PT   
新出  

（）   
出典   概要  文献  

No．   
70168  2007／  70810  E型肝炎  VoxSanguinis  2005年1月－2006年4月に北海道で献血者のHEV－RNAスクリーニングを行っ  

12／20  2007；   た。388，119名のうち、男性33名（1／7，120）、女性22名（1／6，962）がHEV－RNA  
93（SuppLl）：P203  陽性で、genOtyPe3が優勢であった。55名中40名は献血時のHEV抗体陰性  

であり、後に陽性となった。HEV陽性者にはALT値が上昇した人もいたが自  
覚症状はなかった。HEV－RNAは献血後、最長37日間検出された。HEV陽性  
献血者由来の輸血を受けた患者7名のうち、少なくとも2名が感染した。   

70168  2007／  70810  E型肝炎  肝臓2007；   発症前からのウイルス血症の推移、肝炎発症から沈静化までの経過を観  
12／20  48（SuppLl）：0－  察しえた輸血後E型肝炎2例の症例報告である。1例は輸血21日目にHEV  

178   RNA（genotype4）が検出され、44日目にピーク値を、もう1例は輸血後3日  
目にHEVRNA（genotype3）が同定され、54日目にピーク値を示した。HEV  
ウイルス血症は潜伏期間を経て発現し、対数増殖後約50日前後にピークを  
示し、その直後にAST、ALT上昇と血中抗HEV抗体の出現を順に認めた。   

70171  2007／  70823    第55回日本ウイ  
12／25  ルス学会学術集  PLANOVA15Nおよぴ20Nで全て検出限界以下にまで除去された。液状加熱  4  

会 2P207   実験では、PBS組成では加熱開始後短時間で全て検出限界以下となった  
が、アルブミン存在下では4株とも加熱開始後5時間目でも検出された。HEV  
は熱に弱いと考えれられていたが、条件によって不活化効果が異なること  
から、血液製剤や加工食品において慎重に不活化効果を検討しなければ  
ならない。  

70169  2007／  70811  HIV   ClinInfectDis  ボツワナで急性川∨－1感染スクリーニング中に特定された抗体陰性の緬▽＝i  

12／20  2007；45：e68－71  サブタイプC感染の初の症例を報告する。HIV－1抗体検査の結果は、迅速  
検査、通常の酵素免疫測定法及びウエスタンプロットで全て陰性であった。  
遺伝子組換えがない川V－1サブタイプC感染は、ウイルスのgag、POJ及びenv  
遺伝子のジェノタイピングによって確定された。臨床的に安定した状態から  
A［DS関連死までの期間は約3カ月だった。サブタイプCが優勢なアフリカ南  
部における血清学検査陰性HlV－1感染の調査の重要性が示された。   
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70168  2007／  70810  HIV   Eurosurvei‖ance                  A［DS最新号において、LikataviciusらはEuroHIVsurveillancenetworkによ  
12／20  2007；12（5）：  るヨーロッパの供血血液のHIV陽性率についての14年間のモニタリング  

EO70524．52007  データを提示した。この分析は、1990－2004年のWHO欧州地域のデータが  
年5月24日   網羅されている。2000－2004年の10万供血中の平均HIV陽性率は西欧1．7、  

中欧3．4、東欧36．7であった。1990年以降の変化では、西欧で低下、中欧で  
横ばい、東欧では急激な上昇が認められた。   

70168  2007／  70810  HIV感  第31回日本血液  日本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策の取り組みと感染症リスク  
12／20  染、C型  事業学会総会  こついて報告する。平成16年から18年までの3年間に全国の医療機関から  

肝炎、B  2007年10月3－5  日赤血液センターに報告された輸血関連感染症（疑い症例を含む）の報告  
型肝炎  日シンポジウム  数は749例であった。日赤の安全対策の実施によりHBV、HCV及びHIVの感  

4－2   染リスクは減少し、安全性は高くなった。しかし、HCV及びHIVも含め遡及調  
査の実施により確認された感染症例も少なくない。感染拡大を防止するた  
めの安全対策を引き続き講じていく必要がある。   

70168  2007／  70810  ウイルス  CDCPress   米国疾病対策予防センター（CDC）と協力施設の科学者がよく見られるアフ  
12／20  感染  Release2007年8  リカフルーツコウモリの一種でマールブルグウイルス感染を特定することに  

月22日   初めて成功した。マールブルグウイルスは、ヒトや霊長類に重篤で死に至る  
ことも多い出血熱を引き起こす。コウモリがマールブルグウイルスを保有す  
ることが疑われていたが、証拠はなかった。この研究結果はP［osONEに掲  
載された。この研究は、マールブルグウイルスの伝播についてより理解し、  
ヒトにおける感染拡大を予防・減少させる助力になると思われる。   

70168  2007／  70810  ウイルス  JCJjnMicrobiof  ヨーロッパでの出血熱は主にPuumalaウイルス（PUUV）またはDobravaウイ  
12／20  感染  2007；45：3008－  ルス感染による。ドイツ南東部LowerBavariaでハンタウイルス感染患者31  

3014   名について、酵素免疫測定法、免疫蛍光法、免疫プロット法による診断を  
行った。標準的検査による抗体のPUUV特異的タイピングができない症例が  
2、3あった。3名の患者の急性期血清から得たPUUVRNAをRT－PCRを用  
いて増幅したところ、同地域で捕獲したハタネズミから得たウイルス配列と  
非常に近縁であることが明らかとなった。   

70171  2007／    ウイルス  ProcNatfAcad  マレーンアMelakaで、居熟と急性呼吸器疾患に罷っていた39歳男性かb未  
12／25  感染  Sci2007；104：  知のreovirusが分離され、Melakavirusと名づけられた。患者の家族も発症  

11424－11429  したが、この家族は発症前にコウモリと接触していた。遺伝子配列分析によ  
り、Melakaウイルスは1999年に同国Tioman島のフルーツコウモリから分離  
されたPulauウイルスと密接な関係があることが示された。同島住民の血清  
スクリーニングで、109例中14例（13？も）が両ウイルスに陽性であった。   
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血対  感染症  新出  

ID B 番号   （PT）   
出典   概要  文献  

No．  

70168  2007／  70810  ウイルス  ProMED－maiI  2007年6月22日、ミクロネシアのヤップ保健局で集められた血液検体をCDC  
12／20  感染  20070702．2108  の研究所で検査した結果、ヤップでの最近の疾病はジカウイルスが原因ら  

しいことが示された。ヤップのアウトブレイクは2007年4月に始まり、5月後半  
こピークに達し、現在も続いている。症状は斑点状丘疹、結膜炎、関節痛な  
ど軽症で、4－7日間続く。6月29日現在、42例がPCRとIgM分析によってジカ  
ウイルス感染と確定された。死亡例はない。  

70168  2007／  70810  ウイルス  ProMED－   オーストラリアQueensland州で蚊が異常発生し、ロスリバーウイルスが拡大  5  
12／20  感染  mai120070930．32  している。通常は北部の熱帯地域で優勢であるが、Brisbane南部における  

28   過去4週間の感染者数は、昨年（2006年）同時期のほぼ450％である。  
Queensland保健局の発表によると、過去4週間に報告された感染者数は93  
例であった。  

70168  2007／  70810  ウイルス  Neurofogy2007；  同種造血幹細胞移植（HSCT）後に急性大脳辺縁系脳炎を発症した患者9  
12／20  性脳炎  69：156－165   名の臨床、EEG、MRl、ならびに臨床検査特性を調べた。患者は、順行性健  

忘、不適切な抗利尿ホルモン分泌症候群、軽度CSF多球症、－時的なEEG  
異常を特徴とした。MRIでは、T2、FLAIR、DW［画像にて、鈎、扁桃体、内側  
喚領、海馬領域内に高信号域を認めた。PCRを用いた初回腰椎穿刺CSF  
の検査では9名中6名が日日V6陽性であり、同脳炎はHHV6と関連がある可  
能性が示唆された。  

70168  2007／  70810  ウエスト  TheNewYork  米国におけるウエストナイルウイルス症例数は1年前の約4倍であり、大流  
12／20  ナイルウ  Times2007年7月  行がおこる可能性があると政府研究者が報告している。昨年は米国で4，269  

イルス  2（；日   症例が報告され、この中には1，495例の脳症が含まれ、177人が死亡した。  
今年はこれまで122症例が報告され、カリフオルニア州と南北ダコタ州で最  
も多いが、昨年の同時期は33例のみであった。今年は既に脳症が42例およ  
び死亡が3例ある。  

70168  2007／  70810  ウエスト  第144回日本獣  近い将来、日本にも侵入する可能性があるため、日本産蚊の室内継代株  
12／20  ナイルウ  医学会学術集会  を用いてウエストナイルウイルス増殖・媒介能を調べた。アカイエカ、ヒトス  

イルス  2007年9月2－4日  ジシマカ、オオクロヤプカでウイルス注入実験を、アカイエカ、ヒトスジシマカ  
で吸血実験をしたところ、全種類の蚊においてウイルスの増殖が観察され  
た。媒介試験では、アカイエカ注入、吸血両群、ヒトスジシマカ2系統の注入  
群、1系統の吸血群では供試したすべてのマウスが12日以内に死亡し、死  
亡したマウスからはWNVが検出された。   

80010  2008／  70861  エボラ出 血  CDC2008年1月8  CDCとウガンダ保健省は、2007年8月から始まったウガンダ西部に位置す  6   01／29    日  るBundibugyo地区におけるエボラ出血熱のアウトブレイクを報告した。2008  
年1月3日までに148人が羅患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析  
こより、既知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイルス株である可  
能性が示唆された。確定には更なる研究が必要である。  

70169  2007／  70811  クロイツ  2007年プリオン  日本の人口動態統計では、CJDによる死亡は過去20年以上に渡り増加傾  7   12／20   フェルト・  研究会 Poster－  向を示し、2005年は人口100万対1．23人であった。CJDサーベイランス委員  
ヤコブ病  20   会による調査では過去8年間に918例がプリオン病と判定された。病型別で  

ま、孤発性CJD716例、遺伝性プリオン病128例、感染性（獲得性）CJD72  
例（変異型CJDl例、硬膜移植後CJD71例）、および分類不能2例であっ  

・－・・0   

70168  2007／  70810  テクング  Eurosurvei［lance  テクングニヤ熱は2005年以来、大規模な流行がインド洋諸島とインドから報  
12／20  ニヤウイ  2007；12（9）：   告されているが、これまでヨーロッパ地域内での蚊による感染伝播は発生し  

ルス感染  EO70906＿1   ていなかった。2007年8月にイタリアの工ミリア・ロマーニヤ州ラヴェンナ県衛  
生当局は異常に多数の発熱患者発生を検知し、臨床・疫学調査を行った。  
血清学的検査およびPCR法でテクングニヤ熱と確定された。更にヒトスジシ  
マカからもPCR法によりチクングニヤウイルスが確認された。2007年9月4日  
までに合計197名の患者が報告されている。  

70168  2007／  70810  テクング  PediatrInfect  テクングニヤウイルス感染が大流行したレユニオン島の5つの新生児医療  
12／20  ニヤウイ  DisJ2007；26：  部門で同ウイルスの母子感染を調べるため、後ろ向き記述的研究を実施し  

ルス感染  81ト815   た。母親は出産時に徴候があったか又は新生児が出生初日に発病したか  
をスクリーニングし、新生児38名を登録した。無症候の2名を除き、全母親  
が周産期（分娩4日前～1日後）に症状があった。全新生児が発熱（7肌）、痔  
痛（100？ふ）などの症状を示し、脳脊髄液のPCR法は24名中22名で陽性であっ  
た。高い確患率の周産期母子伝播の可能性が初めて示された。  



血対 ID  受理 日  番号  感染症 PT   
新出  

（）   
出典   概要  文献  

No．   

01／29  ニヤウイ  2007；3：1895－  （CHIKV）感染は、エンベ⊂トープ蛋白遺伝子の変異株（El－A226V）が関係し  80010  2008／  70861  テクング  PLoSPathogens  2005～2006年にレユニオン諸島でアウトブレイクしたテクングニヤウイルス  8  

ルス感染  1906   ていた。この変異の、ネッタイシマカおよびヒトスジシマカにおけるCHIKV適  
合性に対する影響を調べた。その結果、CHIKVのヒトスジシマカに対する感  
染性が有意に増加し、晴乳マウスへの伝播がより効率的になることが明ら  
かとなった。通常のベクターであるネッタイシマカがいない同地域でCHIVK  
が大流行したのはこの変異が原因と考えられる。   

70168  2007／  70810  丁ノク熱  ABCNewsletter  オーストフリアのクイーンスフンド州北部における丁ンク熱アウトブレイクに  

12／20  2007年7月20日  より、赤十字血液サービスは流行地に滞在した人から供血された血液製剤  
の廃棄を余儀なくされた。局地的アウトブレイクは3月末にSouthTownsviIle  
で始まったが、5月14日以降、新規症例は記録されていない。赤十字のス  
ポークスマンによると、供血以前に同地を訪れた供血者由来の赤血球・血  
小板は破棄するが、血矧ま使用できるとのことである。供血制限は、アウト  
ブレイクの終息が正式に宣言されるまで継続される   

70166  2007／  70803  デング熱  CDC／MMWR         2005年7月にデング出血熱（DHF）症例1例がTexas州Brownsvilleの住民に  

12／17  2007；56（31）：  おいて報告された。2005年8月に隣接するメキシコTamauIipas州の保健当局  
785－789   はデング熱症例1251例が発生しているデング熱のアウトブレイクを報告し、  

内223例（17．鍋）がDHFであった。臨床的および疫学的調査の結果、同地域  
でのデング熱アウトブレイクに伴うDHF症例の割合は、2000－2004年はデ  
ング熱症例541例中20例（3．7％）であり、増加していることが明らかとなった。  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－＝－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－疇－－－－－－－－■●●  

70168  2007／  70810  デング熱  ProMED－  2007年9月30日、中国保健当局はFし扉an省Putian市で39例のデング熱症例   
12／20  mai120071001．32  が確定されたと発表した。ベトナムでは2007年9月24日時点で約68000人が  9  

37   感染し、内60名が死亡した。パキスタンでは2007年9月26日、Karachiで新た  
こ22例のデング熱症例が報告された。ラテンアメリカとカリブ海諸国ではデ  
ング熱の最悪のアウトブレイクが起こっており、2007年になってから何十万  
もの人々が関節痛を訴え、約200人が死亡した。   

■■－－－－■■■■■■■■■■■－－■－一一－－－－－－－－－－－■－一一－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－一一－－－－■■■■－一●●■■■■■■  

70171               2007／  70823  デング熱  TransRSoc   日本人のデング熱患者（28歳、女性）の血柴サンプル中ではなく尿及び唾  
12／25  TropMedHyg  液中でデングウイルスを検出することに成功した。発症後7、14およぴ25日  

2007；101：738－  目の血祭検体中で抗デングウイルス抗体は同定されたが、デングウイルス  
739   遺伝子は検出されなかった。発症後7、8および14日目の尿、ならびに7日目  

の唾液からデングウイルス1型遺伝子が検出された。現在の研究の結果  
ま、尿及び唾液中のデングウイルス遺伝子の検出が有効な診断方法、特  
にウイルス性出血の子供の診断方法になりうることを示唆している。   

70168  2007／  70810  デング熱  YAHOO！ニュース  台湾南部でデング熱が流行している。台南市当局によると2007年10月13日  10   12／20    2007年10月14日  までに市内で5＝人の感染者が確認された。隣接する高雄市でも2つの区で  
集団感染が発生しており、感染の広がりは過去最大規模である。行政と軍  
が協力して大規模な蚊の撲滅作戦を展開する方針である。   

■●■■－■－－■■■－－■■－■－■■●－－－－－－－－－－－－－－－■■■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■■■－●－●一■■■■■  

70169               2007／  70811  トリパノ  ABCNewsletter   AABBはCDCからAABBシヤーガス病バイオビジランスネットワーク強化をす  

12／20  ソーマ症  2007年9月14日  るための資金を受けている。2007年9月13日現在、710名の反復反応性供  
血者がT．Cruziに対する抗体の追加RIPA試験を行った結果、196名がRIPA  
陽性、486名が無反応で、残りは結果がまだ出ていない。13の検査所が  
シヤーガスネットワークにデータを報告し、18の検査所が同ネットワークにア  
クセスしている。   

70169  2007／  70811  トリハノ  CMAJ2007；177：  カナダ血液サーヒスは、2008年後半の血液製剤製造プロセス見直しの際に  
12／20  ソーマ症  242   北緯49度以北では稀にしか見られないシヤーガス病のスクリーニングを開  

始する。2種類のシヤーガス病検査法がカナダ保健省の認可を待っている。  
供血血液の検査実施は、血小板製剤の製造を「パフイーコート」法に切替え  
てからとなる。メキシコや中南米では800万人～1，100万人がシヤーガス病の  
保因者であり、毎年45，000人以上死亡している。カナダでは、これまでに輸  
血による感染が2例マニトバ州で発生した。   

70169  2007／    トリパノ  第48回 日本熟  日本におけるラテンアメリカ人の慢性シヤーガス病キャリアーからの献血に  皿   12／20   ソーマ症  帯医学会大会  ついての対策を検討した。カーミC液（CPD液）を用いてT ．Cruz感染マウス血  

12C－02   液を40cにて1－21日間保存処理を行ったところ、マウスヘの感染性は無処  
理のものと差異は無かったが、病原性はかなり減弱することが示された。し  
かし、T．Cruzi虫体はほとんどの白血球除去フィルターを通過した。現在の保  
存血液提供システムはシヤーガス病の輸血感染防止には不十分であり、対  
策の改善が必要である。  



血対 D  受理   番号   感染症  
新出  

I   日  （PT）   

出典   概要  文献  
No．   

80007  2008／  70855  パルボ  JGenViro12007；  ヒト血奨プール中に新規のパルボウイルスPARV4とその変異株である  
01／25  ウイルス  88：2162－2167  PARV5が存在することが最近示された。4株のPARV4と2株のPARV5のDNA  

配列を分析したところ、PARV5はPARV4と同様に2つのオープンリーディン  

グフレームを持ち、PARV4とPARV5は92％近くのヌクレオチド相同性を示し  

た。両者は密接な関係のあるジェノタイプであり、ジェノタイプ1と2（PRV5と呼  

まれていたもの）から成るPARV4という1つのウイルス名を使用することを提  

案する。   

70169  2007／  70811  パルボ  Transfusion   
12／20  

米国の血液センター7施設において2000－2003年の期間に採取した5020名  12  
ウィルス  2007；47：1756－  の供血者由来の保存血祭検体を高感度PCRスクリーニング法を用いてパ  

1764   ルポウイルスB19DNAについて検査した。B19DNA陽性率は0．88％であっ  
た。DNA陽性検体の全てがIgG陽性で、23％がIgM陽性であった。tgM血清陽  

性率はDNA値と相関した。   

70171  2007／  70823  パルボ  Transfusion   1993－1998年及び200ト2004年の間に製造された6つの第Ⅷ因子濃縮剤の  
12／25  ウイルス  2007：47：883－  284ロットについて、in－houseNAT法によりパルボウイルスB19DNAを測定  

889   し、抗B19IgGも併せて測定した。その結果、B19NAT非スクリーニング血祭  
から調製した製剤のB19DNAの陽性率及びレベルは高かったが、製造方  
法が異なると、製品間で様々であった。血奨のB19NATスクリーニングは、  

最終製品中のB19DNAレベルを下げ、大半の例で検出限界以下とさせ、  
B19伝播のリスクを減少させた可能性がある。   

80008  2008／  70856  パルボ  Transfusion   
01／25  

B19ウイルスの不活性化機構を調べた。熟または低PHによるB19Vの不活  13  
ウイルス  2007；47二1765－  性化はカブシド分解によるものではなく、感染性ビリオンがDNA枯渇カブシ  

1774   ドへ変換することによって起こった。DNA枯渇カブシドは感染性はないが、  

標的細胞に接着することは可能であった。Parvoviridaeの他のウイルスとの  

比較試験の結果、被殻状態でのB19VDNAの著しい不安定性が明らかと  
なった。B19Vが不活化処理に抵抗性が低いのはこのためと考えられる。   

80002  2008／  70844  パルボ  VoxSanguinis  過去30～35年間に製造された第Ⅷ因子製剤中にヒトパルボウイルスが存   
01／23  ウイルス  2007；93：341－  在するかを調べた。175ロットのうち28ロットがPARV4シークエンスを含み、  

14  
347   その内2ロットにジ工ノタイプ1型及び2型の両方が存在した。最大ウイルス量  

は10＾5copies／mL以上であった。PARV4陽性の第Ⅷ因子製剤の大部分は  
1970年代及び1980年代に製造されていた。B19Vは175ロット中70ロットで陽  

性であった。   

70171  2007／  70823  ヒトポリ  JViro12007；81：  ヒトの気道からの検体をウイルススクリーニングし、KIポリオーマウイルスと  

12／25  オーマウ  4130－4136   暫定的に名付けた未知のポリオーマウイルスを同定した。このウイルスは、  
イルス感  遺伝子のearly領域では、他の霊長類のポリオーマウイルスに系統遺伝学  

染  的に近縁であるが、Iate領域では、既知のポリオーマウイルスに対して相同  
性が少ない（アミノ酸同一性30％未満）。このウイルスは、PCRによって、鼻  

咽頭吸引物637例中6例（1％）と便検体192例中1例（0．5？も）で検出されたが、  

尿及び血液検体では検出されなかった。   

70171  2007／  70823  ヒトポリ  PLoSPathogens  急性呼吸器感染症に罷った患者からの呼吸分泌物中に存在する新規のポ  
12／25  オーマウ  2007；3：595－604  リオーマウイルスを同定し、WUウイルスと名付けた。WUウイルス遺伝子は  

イルス感  5229bpで、Polyomaviridaeファミリーの特徴を持つ。系統遺伝学的分析か  
染  ら、このWUウイルスは、既知の全てのポリオーマウイルスとは異なっている  

ことが明白となった。オーストラリア及び米国の急性呼吸器感染症患者  
2135例中43例からWUウイルスが検出され、地理的に広く分布していること  

が示唆された。   

70169  2007／  70811  マラリア  ABCNewsletter  FDAは、初めて認証された米国のマラリア用迅速テスト、BinaxNOWマラリ  
12／20  2007年7月6日  ア検査の使用を許可した。同検査は、非常に迅速で使用が簡便で、全血検  

体をディップスティックに2、3満つけて15分後には結果が得られる。検査結  

果の確定には標準的顕微鏡検査法を用いなければならない。米国外のマ  
ラリア流行地域で行った多施設試験において、標準的顕微鏡診断と比較し  
工当．該捜査丘ゝ正確度は且弧ヱミあっ土山‖－＿＿＿＿＿＿……＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿＿…＿＿＿＿＿‖＿＿＿…  

2007／      ProMED－   ジャマイカ保健省によると、2007年4月の1ケ月間に新規のマラリア症例11伊  

12／20  mai120070501，14  が報告された。内2例はメスのハマダラカが媒介する熱帯熱マラリア原虫に  

14   よるものであった。また、2006年12月に最初の症例が報告されて以降、輸  

入感染症例が7例あった。2007年4月1～21日の間に実施された884検体の  
検査の結果、血液検体陽性率は0．7～1．8？bで減少を続けている。最近、  
AnophelesaFbimanus蚊がマラチオン殺虫剤に耐性を示し始めたことが確認  

されたため、感染拡大を防ぐために代わりの殺虫剤を探している。  



血対  感染症  新出  

rD a 番号   （PT）   出典   概要  文献  
No．   

70169  2007／  70811  マラリア  VoxSanguinis  韓国における輸血によるマラリア感染の発生について調査した。マラリア診  
12／20  2007；   断前6ケ月間以内に供血を行った供血者は、2005年5月～2006年8月の三  

93（Suppl，1）：P239  日熱マラリア患者2056名中46名（2．2％）であった。46名の保管血液51検体に  
ついてPCRを実施し、PCR陽性の血液成分を輸血された全受血者を調査し  
たところ、1名の受血者に輸血によるマラリア伝播が確認された。PCRに基  
づくマラリア遡及調査は、輸血によるマラリア伝播の特定に役立つ。   

70169  2007／  70811  リケッチ  JpnJ（nfectDis  血清学的、微生物学的に確定された日本紅斑熱の初めての死亡症例を報  
12／20  ア症  2007；60：24ト  告する。淡路島在住の77歳男性で、2005年9月2日に食欲低下を呈し、翌  

243   日、下腿に皮疹が出現、4日目に38．70cの高熱、歩行障害、構音障害が出  
現、肝機能障害が急速に進行し、DIC、消化管出血により8日目に死亡し  
た。右肩にダニ刺し口があった。血液よりDNAを抽出し、PCRを実施したとこ  
ろ、塩基配列はR．japonjcaと100％一致した。日本紅斑熱は増加傾向にあ  
り、注意が必要である。   

70169  2007／  70811  リケッチ  朝鮮日報2007年  韓国では最近ツツカムシ病の患者が急増している。2007年8月20日、疾病  
12／20  ア症  8月21日   管理本部の発表によると、2002年に1，919人だったツツガムシ病の患者数  

が、04年は4，698人、06年には6，420人に増加したことが分かった。1993年末  
に法定伝染病に指定されて以来、患者数は実に25倍以上増加した。ツツガ  
ムシ病は、主に9月以降、ツツガムシ菌に感染したツツガムシ（ダニの一種）  
の幼虫に刺されることにより感染する。10日間程度の潜伏期を経ると、突然  
高熱が発生し、目の充血、頭痛、筋肉痛、発疹などの症状が現れる。   

80027  2008／  70934  リンハ○性脈      15      NEngJJMed  オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例が移植後4－6週後   02／27   絡髄膜炎  2008；358  こ死亡した。他のいかなる方法でも原因不明であったが、2例のレシピエン  
10．1056／NEJMoa  トの移植肝および腎から得られたRNAを公平な迅速シークエンシングで解  
073785   析することにより、リン／lO性脈絡髄膜炎に関係する新規のアレナウイルスが  

原因であることが明らかとなった。レシピエントの腎、肝、血液および脳脊髄  
液からこのウイルスが検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認  
された。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

70169  2007／  70811  異型クロ  2007年プリオン  BSE感染ウシ由来の脳乳剤を用いてPrPresのinvjtro感染系の確立を試み  16   12／20   イツフエ  研究会 Poster－  た。感染させたヒト由来グリオーマ細胞株から抗プリオン抗体に反応する約  
ルトヤコ  38   30KのPK耐性のバンドが検出された。このバンドは非感染細胞には存在し  
ブ病  なかった。また、9ケ月継代した感染細胞の培養上溝に伝達性があることが  

明らかとなった。さらに20nmのウイルス除去膜によって培養上溝の伝達性  
が減少することが認められた。   

70168  2007／  70810  異型クロ  ABCnews（etter  イスラ工ルで血液事業を行っているMagenDavidAdomは、変異型クロイツ  
12／20  イツフ工  2007年5月4日  フェルトヤコブ病（vCJD）に関する供血延期基準を変更し、1980年以降に  

ルト・ヤコ  フランス居住歴がある人の供血を可能とした。1980年から10年間のうちにイ  
ブ病  ギリス、アイルランド、ポルトガルに居住歴のある人は、引き続き供血禁止と  

なる。また、輸血を受けた人、B型肝炎やC型肝炎患者と一緒に住んでいた  
人、入れ墨を入れた人、内視鏡検査を受けた人、未検査の動物に噛まれた  

人の供血延期期間皇短結した   

70168  2007／  70810  異型クロ  Biologicals2007；  ドイツにおいて、VCJDが血液供給へ及ぼす影響について実際の集団デー  
12／20  イツフェ  35：79－97   タを基にモデル計算を行ったところ、輸血を介した伝播がvcJDを永続化す  

ルトヤコ  るような可能性はなかった。更に、受血経験者を供血から排除しても輸血の  
ブ病  安全性向上にはほとんど寄与しないが、血液供給には多大な影響を及ぼ  

すと考えられた。そのためドイツにおいては受血経験者の除外は推薦され  
なかった   

70171  2007／  70823  異型クロ  Bjologicals2007：  異なるポアサイズのウイルス除去膜を使用し、異なる処理を行ったスクレー  
12／25  イツフェ  doi：10．1016パ．biol  ビープリオン蛋白（PrPSc）の除去能力を評価した。超音波処理により粒子  

ルト・ヤコ  Ogicals．2007．04．0  径分布を至適化するように調製した263KMFをスパイク物質として使用した  
ブ病  05   ときは、75nmのろ液中にPrPScが検出された。15nmのろ過のみが全ての条  

件でウエスタンプロット法の検出限界以下までPrPScが除去されることが示  

された。しかし、1条件下の15nmろ液の／〈イオアツセイの結果では、感染性  
PrPScが確認された。  

2007／    異型クロ  FDA／CBER2006  英国血焚由来の第Xl因子製剤が、1989－2000年に米国で50名以下の患者  
12／25  イツフェ  年11月7日   に使用されたと推定される。モデルを用いたリスク評価の結果、1998年まで  

ルトヤコ  第XI因子製剤を製造するために使用された血祭プールの1．6％～50％が  
ブ病  vcJD病原体を含んでいる可能性があった。しかし、これまで血奨由来製剤  

の投与を受けた患者において、世界中で一件もvcJDの症例は報告されて  
いない。製造工程におけるvCJD除去、使用量、曝露経路および英国ドナー  
のvCJD有病率がリスクに影響を与える重要な因子である。   

†し’  

l，’二こ召   ‾  




